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レターズ / 加入者や保護者の皆さんから寄せられたお便りをご紹介します。

S D G s が わ か る 本
SDGs（持続可能な開発目標）とは、貧困や不平等・格差、気候変動などさまざまな17の問
題を2030年までに解決することを目指す17の世界共通の目標です。「でも一体何をすれば
いいの？」……そんな疑問を解消するために SDGsの入門書6冊をピックアップしました。

エ ス デ ィ ー ジ ー ズ

S D G s が わ か る 本S D G s が わ か る 本

本★今日からできるSDGs アクション

『お笑い芸人と学ぶ13歳からのSDGs』

本★カラフルな図解本でSDGsを知る！

『こどもSDGs なぜSDGsが必要なのかがわかる本』

本★生活者目線でSDGsを考える 

『暮らしのなかのSDGs 今と未来をつなげるものさし』

本★物語で知る、日本のSDGs

『おはなしSDGs 貧困をなくそう みんなはアイスをなめている』

本★授業でも活用！ SDGsワークブック

『 未来の授業 私たちのSDGs 探究BOOK』

本★SDGsと向き合う絵本シリーズ

『今、世界はあぶないのか？ 地球を守る』

　小中高の授業でも使われている
A4サイズのワークブックスタイルの
本。注目は身近な問題からSDGs
を考える第２章。先進国なのに高い
相対的貧困率、老朽化が進むインフ
ラ、3人に1人がまもなく高齢者にな
ど日本が直面している課題をSDGs
それぞれの目標に紐づけて解説。課
題について自分たちの考えを書き込
むスペースも用意され、家族でも取
り組める内容となっている。

　現在、世界中で起きている問題を
考えるための初めの一歩にふさわし
い、小学校低学年向けの絵本シリー
ズ。本書は地球温暖化の原因をわ
かりやすく説明、解決するためにど
うすればいいか提案してくれる。そ
のほか、「争いと戦争」「貧困と飢餓」
「文化と多様性」「ルールと責任」「権
利と平等」など8冊が出版。ハナネ・
カイのやさしい挿絵と巻末の教育学
博士・佐藤学氏による解説にも注目。

　著者が全国の学校や自治体で行
なっている講座「笑って学ぶ SDGs」
を書籍化。SDGsを「自分ごと」とし
てとらえられるよう、テンポよく簡潔
な言葉で解説してくれる。特に第4
章の「今日からできる SDGs100の
アクション」は「おうちでできること」
や「スマホでできること」など今日か
ら誰でもできる100個のアクション
が用意されており、SDGsを身近に
感じられる内容となっている。

　現代を代表する童話作家と実力派
イラストレーターがタッグを組んだ
書き下ろしで知る SDGs物語シリー
ズ。それぞれ17の目標のうちの１つ
がテーマになっている。第１作目の本
書は１つ目の目標「貧困をなくそう」
がテーマ。シングルマザー家庭で育
つ兄妹を描きながら、現在の日本の
貧困を描く。図やグラフなども入っ
ており、物語を読みながら日本なら
ではの課題を知ることができる。
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1,500円（税別）
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評論社
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　SDGsを生活者という視点から
考えようというコンセプト。「毎朝、
起きたら何をする？」「ゴミは減らせ
る？」「10年後はどうしていたい？」
など、27の質問をさまざまな人たち
に投げかける。住む場所も年齢も違
うから、答えは十人十色。かわいいイ
ラストを味わいつつ、心地よく暮ら
しながら、17のゴールとどう向き合っ
ていけばよいのか、ゆっくり考える
のにぴったりな本。

　「飢えている人がいるのに食べ物
を捨てる人もいる」「たくさんの動植
物が絶滅している」「SDGsに無関
係な人は誰一人いない」── SDGs
と世界が解決すべき問題、そして
SDGsと生活の関わりを、写真やイ
ラストとともにやさしく解説。それぞ
れのページには「人権」「児童労働」
といった知っておくべき関連語など
ためになるコラムが散りばめられて
おり、大人でも学べる一冊。

　長い間、ご支援いただき本当にありがとうございま

した。

　当時、3歳だった娘は今年無事に第一志望の大学へ

入学することができました。これも今までご支援いた

だいていたからこそと、感謝しています。

　今までに体験したことのない、新型コロナウイルス

という感染症の影響で、卒業式も入学式もない春を過

ごしました。大学に通うこともないままオンラインで

授業を受け、秋になりやっと週に何度か通っています。

　たくさんの方々のご支援を受けてまいりましたの

で、これからは少しでも支援できる立場になれるよう

頑張っていこうと思います。

　たくさんの思い出もできました。本当に色々とあり

がとうございました。

東京都
A・M さん（母）

　次男の高校入学にあたり、橋本給付金のお祝いをく

ださりありがとうございました。入学準備に活用させ

ていただこうと思います。

　次男本人は受験から解き放たれた解放感で遊んでば

かりで、親子喧嘩も絶えませんが（原因は、生活態度、

スマホに熱中、口の利き方等々…挙げたらきりがな

い）、これも大人になっていく必須過程なのだと自分

に言い聞かせ、言いたい小言を半分程度に収めながら

日々過ごしています。

　長男、次男ともあまり手がかからなくなってまいり

ましたので、そろそろ子供たちの独立した後、私自身

の生活を楽しめるように家でできる趣味を持ちたいと

思っています。

　この度は本当にありがとうございました。皆さんも

お体にお気を付けお過ごしください。

匿名希望さん（母）

　この度、長女が19歳となり育成給付金完了のお知

らせをいただきました。

　長女が3歳、次女は生後1か月半だった時、主人が

事故で亡くなり、当初は朝起きると今は夢の中なのか

現実なのかと、しばらくぼうっと考え、現実なのだと

確認すると夢であってほしかったといつも泣いて、泣

きすぎて、涙が枯れるほど涙しました。

　あれから16年、長女は現在美容師になるため専門

学校へ、次女は第一志望の高校へ毎日楽しそうに通っ

ております。そんな娘たちと今では笑いの絶えない

日々を過ごしております。

　大変なこともたくさんありましたが、交通遺児等育

成基金のおかげで教育費のことは何の心配もなく安心

して生活を送ることができました。本当に長い間私た

ち家族を支えて下さり、ありがとうございました。

愛知県
S・K さん（母）

♡お母さまより

　この度は長女が5年間お世話になりました。

　主人が交通事故で亡くなった時、娘たちは中学2年

生と生後7か月になったばかりでした。何とか子供た

ちを育てるために、色々な制度を調べ、この基金を利

用させていただきました。

　時には子供たちに助けてもらいながら毎日頑張っ

て生活しております。この基金は子供たちの将来のた

めに安心できる制度です。今後は次女だけになります

が、よろしくお願いいたします。

♡加入者さまより

　今まで5年間ありがとうございました。この基金に

支えられ、無事大学にも進むことができました。

群馬県
S・Y さん（母）　S・K さん（加入者）
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　この度無事に娘が19歳を迎え、交通遺児等育成基

金から巣立つことになり時の速さを感じております。

6年前に主人が突然亡くなり、これからどうやって生

きていこうかと不安だらけでしたが、たくさんの方々

に支えられ、温かく援助していただけたことで子供た

ちと前向きに生きてこられました。

　娘は高校卒業後、将来の夢実現のため専門学校へ

進学し、充実した学校生活を送っています。不安なく

進学できたのも、基金のおかげと感謝の気持ちでいっ

ぱいです。お送りいただいた図書カード、完了給付金

は大切に使わせていただきます。

　息子は高校一年生なのでまだしばらくお世話になり

ます。今後ともよろしくお願いいたしします。

福島県
K・J さん（母）

　いつもお世話になっております。少し遅くなりまし

たが、娘は無事この4月に中学校へ入学することが

できました。この度は橋本給付金のお祝い金をいただき、

本当にありがとうございました。

　思いがけないお金がかかり、制服、体操服、シューズ

と人並みに揃える事が出来、本当にありがたく感謝

しています。頂いたお金は大切に使わせていただき

ます。そして、娘がもっと成長した時には、こうして

皆様に助けていただいた事のありがたさを理解し、

今度は人の役に立てるよう、立派に成長してほしいと

願っています。ありがとうございました。

岐阜県
匿名希望さん（母）

　先日は特別給付金のご送付ありがとうございました。

子供が新一年生となり6月からやっと授業が開始とな

りましたが、まだまだリズムがつかめず2人で頑張り

つつ、疲れて休みつつ…の日々です。いただいたお気

持ちを励みに過ごしていきたいと思います。

東京都
Y・A さん（母）

　このたびは、お祝い金をいただきありがとうござい

ます。

　突然の出来事から7年と少し、必死で頑張ってき

ました。私にずっとくっついていた子供も、今年から

中学生になります。母子家庭だからと言って諦めること

なく、人並みに塾に通わせたりしてやれたのも、基金

のおかげと心から感謝しております。

　これからますます教育費がかかると思いますが、

基金を頼りにきちんと教育を受けさせてやろうと思っ

ています。

　本当にありがとうございました。

奈良県
K・M さん（母）

♡加入者さまより

　この度は交通遺児等育成基金終了のお知らせをい

ただきました。長年お世話になり、ありがとうござ

いました。

　私は去年から大学に入学し、実家を出て一人暮らし

を始めました。現在はコロナの流行により授業は

リモートで行われていますが、コロナが収まり、実習

やサークル活動が始まることを心待ちにしています。

何不自由なく大学に通えるのも、私たち家族を支援し

てくださっている御団体や、周囲の方々の優しさが

あってのことだと、感謝しています。特に映画チケット

のプレゼントの企画は、家族で過ごした楽しい思い出

の一つです。

　いただいた優しさは、いつか困っている人たちに

返していけるような社会人になれるよう、今後も勉強

を頑張りたいと思います。本当にありがとうござい

ました。

♡お母さまより

　長い間、ありがとうございました。3人の子供が中1、

小5、小1の時に夫を交通事故で亡くしました。その日

朝まで元気だった夫でしたから、何事もなく子供たち

が成人するまで元気に過ごせると思っていました。

　母子家庭になり、不安でいっぱいになってしまった

のが昨日のことの様です。長男、次男は大学を卒業し

て社会人となり、この度長女も大学生になり一人暮ら

しをしています。不安なく教育を受けさせてやれたこ

と、子供たちにとっても私にとっても大きな心の財産

となりました。ありがとうございました。

群馬県
K・A さん（加入者）　K・N さん（母）

　18年間という長きに渡り、大変お世話になりま

した。事故は一瞬にして大切な人、なくてはならない

人、家族の生き方までも失くしてしまいます。

　3人の子供、10歳、7歳、1歳と自営業で義父母との同居

と、何から考えどう生活していけばいいのか、当時を

振り返ると、この18年間は長くもないが短くもない、

一日一日懸命に過ごした感じです。3人の子供たちは

素直に育ってくれて今は頼もしい存在です。そして、

交通遺児等育成基金のバックアップは大変ありがた

かったです。もう少し頑張って生きていきます。

千葉県
O・N さん（母）

　長い間、ご支援ありがとうございました。

　次女が亡くなり未成年後見人としてのお役目も、あと

数年で終わりです。その間、基金からの給付金、支援金

そして何よりスマイルズの Letters に何度励まされた

ことか。残された家族の私たちが泣いては、天国の娘

が悲しむと思い、毎日毎日を明るく暮らしております。

　今までお世話になった皆様のご多幸をお祈り申し

上げます。

三重県
S さん（祖母）

　給付完了のお知らせをいただき、誠にありがとうご

ざいます。

　ただただ普通に暮らしていた日々、まさか自分が交

通事故の遺族になるなんて思ってもいませんでした。

まさか夫が事故に遭うなんて、まさか一人で子育てを

するなんて。まさかの連続でしたが、それでもやって

これたのは子供を一人前に育てなければ、という義務

感からでした。

　反抗期や進路の悩みなど、子育ては楽しいことばか

りではありませんでしたが、冊子が送られてくるたび、

基金を完了された方や、保護者の方の声が胸に染みま

した。いつかこの日が来るのだから、子供と一緒に

生活できる日々を大切にしようと思えました。

　本当にありがとうございました。

匿名希望さん（母）

　本日、長男の育成基金完了のお知らせをいただきました。

長い間ご支援いただき、心からお礼を申し上げます。

　事故当時、長男はまだ小学2年生、長女は未就学児

で、1人で子供たちを育てていくことに不安しかあり

ませんでした。10数年の間にも東北大震災や今回の新

型コロナウイルスの流行、自分自身の病気など大変な

こともありましたが、そのたびに子供たちの明るさや

生きていく強さをもらい、親である私が励まされており

ます。色々とつらいこともありましたが、この子たち

を残してくれた夫に感謝です。

　長女の基金卒業まであと数年お世話になりますが、

よろしくお願いいたします。

匿名希望さん（母）

　母からこのような制度に加入し、長い間支援を受け

ていたと教えられました。

　物心ついてから、父のいない生活が当たり前だっ

たので、特別悲しい思いをしたことはありませんで

したが、それはこのような制度や母や周りの大人た

ちが僕を守っていてくれていたからなのだと改めて

認識しました。

　本当にありがとうございました。

O・R さん（加入者）


